
参加要件

対 象：２日間とも参加可能な大学（院）生、高専生

参 加 費：無料（交通費・通信費等は全て自己負担）

定 員：３０名（先着順）（５名×６班を想定しています）

申込単位：個人でもグループ（５名程度）でもお申込み可です

（個人参加の場合には、個人参加同士でグループを組成します）

申し込み方法：peatixにて

  https://kansaikeikaku20260718.peatix.com

①氏名（＋グループで申し込む場合はグループ名も）

②所属・学年（大学名・学部・学科・担当教員）

③連絡先（電話・メールアドレス）

を入力の上、７月15日（水）までに 申し込んで下さい。

日 時

１日目：７月１８日（土）１４時～１７時 （班分け、概要説明及び課題発表、まち歩き）

２日目：８月２２日（土）１４時～１７時 （発表、質疑応答、審査、講評）

集合場所：LOG STUDiO（宝塚市中山桜台2丁目2-1 中山台ファミリーセンター内）

阪急宝塚線中山観音駅または、JR中山寺駅より阪急バス「センター前」下車

問い合わせ先
日本都市計画学会関西支部企画委員会
（cmt_plan@cpij-kansai.org）

宝塚市中山台ニュータウンの将来ビジョンを考えるワークショップ
～若年層や子育て世帯にも選ばれる住宅地の提案～

主催：（公社）日本都市計画学会関西支部

参加者募集中

7/15(Wed)
締切

宝塚市中山台ニュータウンでは、令和７年10月に宝塚市とパナソニックホームズ株式会社が包括連携協定を
締結し、公民連携による付加価値創出型のまちづくりを推進しています。
日本の多くのニュータウンでは、開発から数十年が経過し、少子高齢化や人口減少、住宅や公共施設の老朽
化など、さまざまな課題が顕在化しています。一方で、ニュータウンは、ゆとりのある住宅ストックや、道路・公園など
の充実した公共施設、豊かな緑環境といった特長を有しており、若年層や子育て世帯の住まいとしての魅力も備
えています。
こうした背景を踏まえ、中山台ニュータウンを対象に、若年層や子育て世帯にも選ばれる住宅地として、今後の
まちづくりの方向性や将来ビジョンについて検討・提案する学生ワークショップを開催します。

日本都市計画学会関西支部では、将来のまちづくりや都市計画を担う
人材育成に貢献するため、学生のみなさんを対象とした各種の活動を行っ
ています。まちづくりに関心のある学生の方なら、どなたでも参加いただけま
す。奮ってご参加ください。

ファミリーセンター

サブセンター

日本都市計画学会関西支部2026学生対象ワークショップ
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